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緒論
著者は先に陸内細菌と乳児腸内最H;":菌との関係に就て報告(1)し，第 1編総論に於て，乳児腸内
細菌との関係に関与する最も重要な陸内細菌はデ{デルライン氏陸梓菌(以下D菌と略記す
る)及び陸内腸球菌(以下EM菌と略記する)の 2種であることを述べた。而して第 2編(1)以
下の実験を進めるに先だち，之等両菌種が分娩を介して母体陸より乳児腸内に移行する状況を
実証する 1方法として，異種大腸菌定着性に関する糸賀(5)等の実験方法に倣いD菌及び EM菌
に対して高度にストレプトマイシン(以下 SMと略記する)耐性を附与し，之を指標菌として
母児移行の状況を検討したのであるが，まれこその成績を遁加報告する。
実験方法 
1). D菌及び EM菌の SM感受性
D菌(乳児腸内l啓西空梓菌を併せて〕及び腸球菌の
各株に就て夫々 SM感受性を実験した結果， D菌は
5 ~10 ricc l;J、下，腸球菌は 200 ~300 r /cc 以下で
あることを確かめた。 
2).指標菌の作製 
D菌及び EM菌中より適当菌株を選定し， .5Mを
逓増的に含有させた培地r:lで之
~1000γ/cc 含有の PH6.0 葡萄糖肝臓寒天平板を 
用うる直接法と (2)PH4.2の酷酸々性葡萄糖プイ 
ヨユ/(流動ノ εラフイ y重層〉中で 3日間前処置を加
えた後，改めて(1)の分離培養を行う間接法とを 
併せ行った。尚対照として毎回常に SM非合有の
同一培地を同時に使用した。
実験成績 
1. EM 菌の場合(表 1)
指標 EM菌を予め母件、陸内に送入した藤O以下
遂次耐性馴化を進めた結果， D荷に対しては 2000 .5例仁114例に於ては分娩第2日より持続的にその乳 
r/cc迄， EM菌に対しては5000rjcc迄耐性を附与
し得た。而して之等耐性菌が容易に耐性復帰を行わ
ない事を確かめた後，指標菌として実験に採用し
た。
3).指標菌のl室内送入
SM使用の経験を持たな1..IE常産婦を選び，分娩
数時間前の腔内に之等指標菌のプイヨン培養液 (D
菌の場合はPH6.0の2%葡萄糖プイヨシ〉を適当量宛 
注入した。注入に際しては蹴菌グスコー氏睦鏡を使 
用し，雑菌の混入しない様に充分注意した。次で分
娩進行に伴1.'，説腸，外陰部消毒，その他分娩介助
時の諸操作は総て正規の方法に従った。
4).乳児糞便よりの指標菌分離
分娩格了後，乳児糞便を， H工円周囲の厳重消毒の
下に採便管で遂目的に採取した。指標 EM菌の分
離培養には SM.100.... 2000 r/ cc含有の葡萄糖寒
天平板を使用し， Dl菌の分離培蓑には(1)SM500 
児糞便内に耐性 EM菌の出現するのが認められた。
即ち SM含有培地(1000r/cc)中に腸球菌のみが
純培養の状態で発育して来た。而して陰性成績を示
した野O例で、は破水より娩出迄の時間が甚だ短かく 
僅か3分に過ぎなかった。叉指標 EM菌を送入し 
なかった対照分娩例で、は当然の事ながら SM含有
培地中に発育する腸球菌は全く認められなかった。
2. D菌の場合(表2)
D菌に関する実験成績は EM菌、の場合と全く逆
で，須須01例に於て辛うじて耐性D菌の出現が認
められたに過ぎず，他の 6例に於ては，乳児糞便内
に全く耐性菌の出現は認められなかった。白木表各 
実験例に於て， SM非合有培地に於ける陽性成績は
総て酸性プイヨンで、前処置を行った後の間接法の成
績である。
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者 按 ‘ が本成績より直ちに，母体股内のD菌が分娩を介し
本実験に於て，乳児腸内に耐性菌が認められた場 て乳!日腸内に全〈移行しないもむと速断する事は出
合，該菌は母体l室内に送入した指標菌に由来したも 来ない。之;れ一般に乳開糞便~!:l の fr書酸拝菌は腸球菌
の， ，eIJち分娩を介して母児移行が行われたものと考 と異なり，直接法のみでは分離培養が困難で、あるこ
えられる。耐性D菌の検出成績は甚だ不良であった と，叉酸性プイヨンで、前処置を加えた場合は，その
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間，耐性D菌は同時に分離される糞便内の他¢非耐 菌程に移行し易い菌種とは考えられず，その移行途
性曙酸梓菌に依って影響を受けて菌数減少を来た 上に或種の障碍が存在する事丈は推定する事が出来
し，検出率の低下する可能性等をも考慮、に入れる必 る。而して之が原因は矢張り， Noack，∞Naujoks， 
要があり，従って本実験成績のみでD菌の移行状況 ゆ真柄等ωの考える如く， D菌に対する初生児口腔
全般を論ずる事は出来ない。唯D菌は少なくも EM 内の不良環境に起因するものであろう。
総 括
陸内細菌と乳児腸内細菌、との関係に就ての研究(1)(第 2編，第 3編)を進めるに先だち， SM 
耐性菌を指標として， D菌及び EM菌が分娩時， 母体腔より乳児腸内に移行する状況を考察
した結果，破水後特別急速に娩出が終らない限り， EM菌は大多数例に於て母児移行が行われ
るものと認められた。併しながらD菌は EM菌程に移行し易い菌種とは認められなかった。
摘筆するに当り，御指導と御校閲を賜わった恩師谷川教授に衷心より感謝の意を捧げる。
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